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みんなかがやく！（江東区教育委員会テーマ）
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校 長 近藤 啓太

自主的と主体的の違いは？

数年前、ある学校の研究発表会に出席した時に、「自主的と主体的の違いは何だと思いますか？」
と司会者が全体に問いかけました。どちらも教師がよく使う言葉ですが、文部科学省が目指す授業
を「主体的・対話的で深い学び」（「アクティブ・ラーニング」という言葉もありました）としたことで、「主
体的」という言葉を多く使うようになっています。
ここでは次のように説明します。

自主的も主体的も素晴らしい態度ですが、「主体的」の方がより上位にあると思いませんか？

「主体的」の例として、生徒会主催の「オンライン・自習室」があげられます。この企画書を見
た時には、「凄い！」と思いました。「①夏休み中も生活のリズムを崩さない ②学習習慣を維持
させる ③課題を期限に出す」を目標として設定し、chromebook の meet を使用し、午前９時から
５０分間、黙って自習をするという活動です。３日間のお試し期間（夏休み序盤）を経て、３日間
（夏休み終盤）実施しました。このような発想は、教師には思いつきません。
子どもの健やかな成長に不可欠なものとして、「三間」（「時間」「空間」「仲間」）があると言わ

れます。「オンライン・自習室」には、共有する「空間」はありません。しかし、「仲間」と共に
同じ「時間」を共有するという意義があります。「みんなの頑張りを自分の力に変える」そんな企
画であり、主体的行事に挑戦したことこそが素晴らしいと思います。
南中を私たちの学校として、より幸せな学びの場・居場所にするために、主

体的に動いてみましょうよ。
「やってみなはれ やらなわからなしまへんで」（鳥井信治郎 サントリー創業者）

（7月19日全校集会と9月3日朝会での校長講話を要約しました）

シン・避難訓練 （主体的・対話的で深い防災訓練）

９月２日（火）生活指導主任・W主任教諭の発案により、防災訓練を実施しました。
生徒は、担任からカードを配られ、指定された場所（教室、廊下、トイレ、理科室、音楽室、保健室、

校庭）で被災する設定です。軽傷から重傷までのケガのカードを密かに持った生徒もいます。
副校長の放送が入ります。①緊急地震速報（震度６強の地震が１０秒後に発生）、②地震発生、③

４階調理室より火災が発生（４階西階段入口封鎖）、④余震発生、⑤体育館への避難指示、しかし
放送が途中で切れます。
校舎内にいる教員は生徒に安全確保の指示をします。火災が発生したので、

４階の生徒は低い姿勢で口を覆い避難します（頭を低くする指示が飛ぶ）。使用
できない階段があることを考え、近い階段を使用します。ケガ人のカードを持
っている人は、補助されながら（肩を貸す、担架など）避難をします。
避難後は、体育館で各場所ごとに話し合い（南中方式・縦割り）をしました。
１．どのように身の安全確保を行ったか。
２．どのような危険箇所があったか、または想定できるか。
３．実際に災害が起きた時、どのようなことに注意すべきか。
各班で話し合い、発表し、意見を共有します。その後、東京防災動画視聴、

集団下校、引き渡しメール配信、教職員は災害時の役割分担や施設点検を行い
ました。長時間の訓練でしたが、ふざけることなく行動し、話し合いも熱心で、また発表も素晴ら
しかったです。特に、「３．実際に災害が起きた時、どのようなことに注意すべきか」は、これま
での訓練での想定に抜けていたことを指摘した班もありました。

・自主的：やるべきことを指示されなくてもやること。決められたことをやること。
・主体的：何をやるかも自分で決めてやること。決められていないことにも取り組むこと。

違いは、やるべきことを決定するのが①他人であるか、②自分であるかです。
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「創造力に富む人を」 午前授業にしてのロング校内研修

学校目標は、要約すると「１．創造力に富む人 ２．自らを鍛える人 ３．心の豊かな人」の３
本柱です。今年度は特に、「創造力」に重点をおいて教育活動を行っています。「授業改善推進校」
に指定されたことを受けて、ESD の第一人者である手島利夫先生（「ＥＳＤ，ＳＤＧｓ推進研究室」
室長）を講師にお招きし、校内研修を実施しました（８月２８日）。
※ ESDとは、Education for Sustainable Developmentの略で、持続可能な開発のための教育と訳します。

今の時代は、「正解が１つではない時代」「正解がない時代」と言われてい
ます。また、「AI 時代」とも言われ、AI による自動化や仕事の効率化が進み
生活は便利になっています。しかし日本の人口は減少し続け、環境問題やエ
ネルギー問題等が生じる中で、大量生産・大量消費の時代は終わりました。
今、これまで以上に必要とされる態度や力は、「主体性」と「創造力」だと

考えます。（もちろん、多様性、連携性や責任性等も不可欠です）
では、我々教師は「主体的な授業を受けてきたでしょうか？」「対話的？」

「深い学び？」恐らく、多くの場合、「？」「No」です。少なくとも私の小中
学校時代は、１つの解を効率良く求めることが授業で優先され、それが得意な
者（それだけでは評価されませんが）が「優秀」とされた気がします。
今の時代に求められている授業と、教師自身が受けてきた授業には違いがあ

り、教師も時代に合わせてアップデートしなくてはなりません。（これが大変！）
研究主任でもある H 主幹教諭を中心に、「まず教師が創造力を」という視点

で、コラボ授業や研修を進めています。今後も、教師も創造力を磨きます！ 動いて頭を活性化

ピコ太郎と

カリキュラムマネジメント

１年 C組 HK さん
小学生の時に参加した
『第５回 Minecraftカップ全国大会』
で奨励賞を受賞したことが江東区の
「こうほう８月１１日号」で紹介さ
れました。

（左下の記事）

学校は安全・安心な場所である

下の図は、服務研修後に全教職員が考え、
投票により決まったスローガンを入れたポス
ターです。校内に掲示します。

（図版は東京都教育委員会作成、南太を除く）

この夏休みに
「反体罰宣言 日本体育大学が超本気で
取り組んだ命の授業」（南部さおり著）という本
を読みました。
スポーツ指導者を養成する日体大が、

「反体罰・反暴力宣言」をしました。そして
法医学の専門家である著者の下、不適切指導
により死亡事故や自殺の被害者となった子ど
もの保護者と共に、大学生に授業を行ってい
ます。
この本で報告される死亡事故例は、読むに

耐え難く、痛ましさのあまり怒りが湧きます。

学校は、家庭と共に最も安全安心な場所で
なければなりません。命を預かる者として、
人権意識を高め教育活動をにあたる重要性を
改めて感じます。
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